
︿
翻

訳
﹀ヨ

ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー

﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄
︵
一
七
︶

Jö
rg
P
a
u
l
M
ü
lle
r:
E
le
m
e
n
te
e
in
e
r
sc
h
w
e
iz
e
risc
h
e
n

G
ru
n
d
re
c
h
tsth
e
o
rie
.
B
e
rn
,
1
9
8
2
.

小

林

武

目

次

第
一
章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

Ⅰ
．
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張
の
場
に
お
け
る
基
本
権

１
．
人
類
学
的
根
拠
づ
け

２
．
法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

３
．
中
心
的
な
基
本
権
に
か
ん
す
る
諸
問
題

４
．
政
治
の
手
段
で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

５
．
客
観
的
原
則
で
あ
り
主
観
的
権
利
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
一
七
︶
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６
．
基
本
権
の
私
人
間
的
側
面
に
つ
い
て

Ⅱ
．
基
本
権
理
論
の
た
め
の
推
論

１
．
基
本
権
の
防
御
的
︵
d
efen
siv
︶
理
解
と
構
成
的
︵
k
on
stitu
tiv
︶
理
解

２
．
右
二
つ
の
理
解
の
位
置
付
け
と
境
界

３
．﹁
制
度
的
﹂︵
»in
stitu
tion
ell«︶
基
本
権
理
解
の
概
念
に
つ
い
て

︵
以
上
、
本
誌
一
七
〇
号
︶

Ⅲ
．
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権
︱
︱
民
主
的
法
秩
序
の
必
須
物

１
．
国
家
の
構
成
的
要
素

２
．
基
本
権
の
再
構
成

︵
以
上
、
本
誌
一
七
一
号
︶

３
．
権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

４
．
少
数
者
の
保
護

５
．
ス
イ
ス
に
お
け
る
基
本
権
の
、
そ
の
他
の
特
殊
な
機
能

︵
以
上
、
本
誌
一
七
二
号
︶

第
二
章

基
本
権
の
実
現

Ⅰ
．
基
本
権
を
具
体
化
す
る
必
要
性

Ⅱ
．
基
本
権
の
部
分
的
内
容

１
．
基
本
権
の
、
直
接
的
請
求
の
根
拠
と
な
る
内
容

２
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
層
︵
p
rog
ram
m
atisch
e
S
ch
ich
t︶

３
．
単
純
な
法
適
用
の
際
の
基
本
権
の
側
面
防
護
的
︵
flan
k
ieren
d
︶
作
用

Ⅲ
．
様
々
な
基
本
権
内
容
の
国
家
機
関
へ
の
配
分
︵
Z
u
ord
n
u
n
g
︶

１
．
課

題
︱
︱
適
切
な
機
関
の
決
定

２
．
立

法

者

︵
以
上
、
本
誌
一
七
三
号
︶

３
．
執
政
︵
R
eg
ieru
n
g
︶
と
行
政
︵
V
erw
altu
n
g
︶

４
．
判

例

付
説
．
権
限
あ
る
国
家
機
関
の
決
定
に
か
ん
す
る
事
例
と
し
て
の
ス
イ
ス
基
本
権
判
例
の
歴
史

Ⅳ
．
基
本
権
に
も
と
づ
く
給
付
請
求
権
︵
L
eistu
n
g
san
sp
ru
ch
︶
︱
︱
社
会
的
基
本
権
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１
．
問

題

２
．
連
邦
裁
判
所
の
判
例

３
．
連
邦
裁
判
所
判
例
の
分
析

４
．
司
法
審
査
適
合
性
︹
判
定
︺
の
決
定
的
基
準

︵
以
上
、
本
誌
一
七
四
号
︶

Ⅴ
．
合
憲
解
釈
︵
v
erfassu
n
g
sk
on
form
e
A
u
sleg
u
n
g
︶

１
．
原

則

２
．
連
邦
裁
判
所
の
憲
法
裁
判
権
に
お
け
る
意
義

︵
以
上
、
本
誌
一
七
五
号
︶

３
．
憲
法
に
適
合
す
る
裁
量
権
行
使
︵
E
rm
essen
sau
sü
b
u
n
g
︶

Ⅵ
．
基
本
権
の
第
三
者
効
力

１
．
問

題

２
．
第
三
者
効
力
説
の
論
拠

３
．
基
本
権
の
第
三
者
効
力
の
原
則
的
承
認

４
．
私
法
に
お
け
る
基
本
権
の
適
用
状
況
︵
A
n
w
en
d
u
n
g
sm
od
alität︶

︵
以
上
、
本
誌
一
七
六
号
︶

第
三
章

基
本
権
の
妥
当
領
域
に
つ
い
て

Ⅰ
．
妥
当
領
域
の
決
定

１
．
方
法
論
的
注
記

２
．
人
的
妥
当
領
域
の
確
定
︱
︱
各
論

︵
以
上
、
本
誌
一
七
七
号
︶

Ⅱ
．
基
本
権
制
約
の
問
題
と
の
関
連

第
四
章

基
本
権
の
制
約

Ⅰ
．
法
律
上
の
根
拠

１
．
法
律
と
基
本
権
の
間
の
同
一
化
傾
向
︵
K
on
v
erg
en
z︶
と
衝
突
︵
K
on
flik
t︶

２
．
基
本
権
制
約
の
た
め
の
前
提
と
し
て
の
法
律

︵
以
上
、
本
誌
一
七
八
、
一
七
九
号
︶

３
．
基
本
権
保
障
の
た
め
の
法
律
の
機
能
へ
の
期
待

ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
一
七
︶
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Ⅱ
．
公
共
の
利
益
と
比
例
原
則

１
．
基
本
問
題
＝
利
益
衡
量

２
．
利
益
衡
量
の
方
法

︵
以
上
、
本
誌
一
八
〇
号
︶

３
．
公
共
の
利
益
の
決
定

︵
以
上
、
本
誌
一
八
一
号
︶

４
．
比
例
原
則

︵
以
上
、
本
誌
一
八
二
号
︶

Ⅲ
．
核
心
的
内
容

１
．
核
心
的
内
容
の
保
障
の
機
能

２
．
核
心
的
内
容
の
確
定

︵
以
上
、
本
誌
一
八
三
号
︶

３
．
核
心
的
内
容
の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
五
章

基
本
権
の
競
合

Ⅰ
．
序

論

Ⅱ
．
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性

１
．
基
本
権
の
多
様
な
機
能

２
．
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

３
．
時
効
の
適
用
を
受
け
ず
か
つ
不
可
譲
の
基
本
権

Ⅲ
．
課
題
＝
紛
争
の
中
に
具
体
的
に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益
の
分
析
と
評
価

１
．
具
体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性
︵
R
elev
an
z︶

２
．
す
べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容
へ
の
顧
慮

Ⅳ
．
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の
・
他
の
基
本
権
と
の
関
係
に
つ
い
て

︵
以
上
、
本
誌
一
八
四
号
︶

第
六
章

人
権
の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
上
の
基
本
権
と
の
関
係

Ⅰ
．
国
際
法
に
お
け
る
人
権

１
．
国
際
的
次
元
で
の
人
権
の
法
典
化
︵
K
od
ifik
ation
︶

２
．
国
際
法
的
人
権
保
障
の
固
有
性

Ⅱ
．
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障
の
妥
当
性
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１
．
判
決
に
か
ん
し
て

２
．
立
法
に
か
ん
し
て

３
．
外
交
政
策
に
お
い
て

Ⅲ
．
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
︵
E
M
R
K
︶
の
間
の
関
係

１
．
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
憲
法
水
準

２
．
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
保
障
と
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
の
一
致
？

３
．
連
邦
連
邦
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時
に
援
用
さ
れ
た
場
合
に
連
邦
裁
判
所
の
執
る
べ
き
措
置

︵
以
上
、
本
誌
一
八
五
号
︶

付

録

︵
以
上
、
本
誌
本
号
︶

ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
一
七
︶
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付

録

ス
イ
ス
誓
約
者
同
盟
の
連
邦
憲
法
︹
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
︺︵
一
八
七
四
年
五
月
二
九
日
︶
＊

︵
B
u
n
d
e
s
v
e
rfa
s
s
u
n
g
d
e
r
S
c
h
w
e
iz
e
ris
c
h
e
n
E
id
g
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
ft︹
v
om
29.M
ai
1874︺︶

第
二
条連

邦
は
、
外
国
に
対
し
て
祖
国
の
独
立
を
維
持
し
国
内
に
お
け
る
安
寧
と
秩
序
を
維
持
し
、
誓
約
者
の
自
由
お
よ
び
権
利
を
保
護
し
、

そ
の
共
通
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条

①

す
べ
て
の
ス
イ
ス
人
は
、
法
の
前
に
平
等
で
あ
る
。
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
臣
属
関
係
も
、
土
地
、
出
身
、
家
系
ま
た
は
身

分
の
い
か
な
る
特
権
も
存
し
な
い
。

②

両
性
は
、
同
権
で
あ
る
。
法
律
は
、
両
性
の
同
等
の
地
位
に
つ
き
、
と
り
わ
け
、
家
族
、
教
育
お
よ
び
労
働
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
れ

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
性
は
、
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
同
一
の
賃
金
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
五
条連

邦
は
、
邦
に
対
し
、
そ
の
領
土
、
第
三
条
︹
=
邦
は
、
連
邦
憲
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
限
り
で
主
権
を
有
し
、
か
つ
、
連
邦
権
力

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
な
い
す
べ
て
の
権
利
を
主
権
者
と
し
て
行
使
す
る
。︺
に
よ
る
制
限
内
で
の
そ
の
主
権
、
そ
の
憲
法
、
国
民
の
自
由
と
権
利
、

お
よ
び
、
国
民
が
官
庁
に
委
ね
た
権
利
な
ら
び
に
権
限
、
ま
た
同
様
に
、
市
民
の
憲
法
上
の
権
利
を
、
そ
れ
ぞ
れ
保
障
す
る
。

第
一
八
条
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①

い
ず
れ
の
ス
イ
ス
人
も
、
防
衛
義
務
を
負
う
。

②

連
邦
の
兵
役
に
よ
っ
て
生
命
を
失
い
、
ま
た
は
、
健
康
に
永
久
的
傷
害
を
受
け
た
軍
人
は
、
自
己
ま
た
は
自
己
の
家
族
の
た
め
に
、
必

要
な
場
合
に
は
、
連
邦
の
援
護
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

③

軍
人
は
、
各
人
の
最
初
の
軍
装
品
、
被
服
お
よ
び
兵
器
を
無
償
で
受
け
る
。
武
器
は
、
連
邦
法
律
の
定
め
る
条
件
の
下
に
、
軍
人
の
手

許
で
、
こ
れ
を
保
管
す
る
。

第
二
二
条
の
三

①

財
産
権
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

②

連
邦
お
よ
び
邦
は
、
各
々
が
憲
法
上
必
要
と
す
る
範
囲
内
で
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
公
用
徴
収
お
よ
び
財
産
権
制
限
を
規
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

③

公
用
徴
収
お
よ
び
公
用
徴
収
に
相
当
す
る
財
産
権
制
限
を
お
こ
な
う
際
に
は
、
完
全
な
補
償
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二
条
の
四

①

連
邦
は
、
邦
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
、
か
つ
、
土
地
の
合
目
的
的
利
用
と
国
土
の
秩
序
あ
る
居
住
地
開
発
に
資
す
る
国
土
計
画
を
導
く
諸

原
則
を
設
定
す
る
。

②

連
邦
は
、
邦
の
努
力
を
助
成
、
調
整
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
協
働
す
る
。

③

連
邦
は
、
自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
、
国
土
、
地
方
お
よ
び
地
域
の
各
計
画
を
顧
慮
す
る
。

第
二
七
条

②

邦
は
、
専
ら
国
家
的
指
導
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
、
充
分
な
初
等
教
育
に
つ
き
配
慮
す
る
。
初
等
教
育
は
、
義
務
で
あ
り
、
公
立
学
校

に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。

③

公
立
学
校
は
、
あ
ら
ゆ
る
信
条
の
持
主
が
、
自
己
の
信
仰
お
よ
び
良
心
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
通
学
で
き
る
も
の
で
な
け

ヨ
ル
ク
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パ
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・
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ラ
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れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
一
条

①

取
引
お
よ
び
営
業
の
自
由
は
、
連
邦
憲
法
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
法
律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
限
り
、
連
邦
の
全
領
域
に
お
い
て

保
障
さ
れ
る
。

②

取
引
お
よ
び
営
業
の
実
施
な
ら
び
に
そ
れ
に
対
す
る
課
税
に
か
ん
す
る
邦
の
規
定
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の

規
定
は
、
連
邦
憲
法
が
他
の
仕
方
で
定
め
る
こ
と
の
な
い
限
り
、
取
引
お
よ
び
営
業
の
自
由
の
原
則
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
邦
の
収
益

特
権
も
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。

第
三
六
条

④

郵
便
お
よ
び
電
信
の
秘
密
の
不
可
侵
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
四
三
条

④

定
住
し
た
ス
イ
ス
市
民
は
、
そ
の
居
住
地
に
お
い
て
、
邦
市
民
と
し
て
の
す
べ
て
の
権
利
と
、
同
時
に
、
自
治
体
市
民
と
し
て
の
す
べ

て
の
権
利
と
を
享
有
す
る
。

第
四
四
条

①

ス
イ
ス
市
民
は
、
ス
イ
ス
か
ら
も
、
ま
た
自
己
の
出
身
邦
︵
H
eim
atk
an
ton
︶
か
ら
も
退
去
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
四
五
条

ス
イ
ス
人
は
す
べ
て
、
国
土
の
い
ず
れ
の
場
所
に
も
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
六
条

①

定
住
者
は
、
私
法
関
係
に
か
ん
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
住
所
地
の
法
お
よ
び
立
法
に
服
す
る
。

②

右
原
則
の
適
用
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
重
課
税
を
禁
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
連
邦
が
法
律
に
よ
り
こ
れ
を
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定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
八
条

①

貧
困
者
は
、
そ
の
滞
在
し
て
い
る
邦
に
よ
っ
て
援
護
を
受
け
る
。
援
護
の
費
用
は
、︹
右
の
者
が
︺
住
所
を
置
い
て
い
る
邦
が
こ
れ
を
負

担
す
る
。

②

連
邦
は
、︹
右
の
者
が
︺
先
に
住
所
を
置
い
て
い
た
邦
ま
た
は
出
生
し
た
邦
に
対
す
る
償
還
請
求
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
四
九
条

①

信
仰
お
よ
び
良
心
の
自
由
は
、
不
可
侵
で
あ
る
。

②

何
人
も
、
宗
教
団
体
に
加
入
し
、
宗
教
教
育
を
受
け
、
も
し
く
は
、
宗
教
上
の
行
為
を
お
こ
な
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

ま
た
は
、
宗
教
的
見
解
を
理
由
と
し
た
い
か
な
る
種
類
の
刑
罰
も
科
せ
ら
れ
な
い
。

③

満
一
六
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、
右
諸
原
則
に
則
っ
て
親
権
ま
た
は
後
見
権
能
の
所
有
者
が
こ
れ
を
お
こ
な
う
。

④

市
民
権
ま
た
は
政
治
的
権
利
の
行
使
は
、
教
会
的
ま
た
は
宗
教
的
性
質
を
有
す
る
い
か
な
る
規
則
ま
た
は
条
件
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
を

制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑤

信
仰
上
の
見
解
は
、
市
民
の
義
務
の
履
行
を
免
除
し
な
い
。

⑥

何
人
も
、
自
己
の
属
し
て
い
な
い
宗
教
団
体
の
固
有
の
儀
式
を
目
的
と
し
て
特
別
に
課
せ
ら
れ
る
税
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の

原
則
に
か
ん
す
る
・
よ
り
詳
細
な
規
定
は
、
連
邦
の
法
律
制
定
に
留
保
さ
れ
る
。

第
五
〇
条

①

宗
教
儀
式
上
の
行
為
を
自
由
に
お
こ
な
う
こ
と
は
、
道
徳
お
よ
び
公
の
秩
序
の
限
界
内
で
こ
れ
を
保
障
す
る
。

②

邦
お
よ
び
連
邦
は
、
様
々
の
宗
教
団
体
の
構
成
員
間
の
秩
序
お
よ
び
公
的
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
お
よ
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び
国
家
の
権
利
へ
の
教
会
当
局
の
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
三
条

②

墓
地
に
つ
い
て
の
処
理
は
、
市
民
官
庁
の
権
限
に
属
す
る
。
市
民
官
庁
は
、
す
べ
て
の
死
者
が
適
切
に
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
四
条

①

婚
姻
の
権
利
は
、
連
邦
の
保
護
を
受
け
る
。

②

こ
の
権
利
は
、
教
会
に
か
ん
す
る
顧
慮
も
し
く
は
経
済
上
の
顧
慮
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
過
去
の
行
為
を
理
由
と
し
て
も
、
ま
た
は
、

他
の
政
治
的
根
拠
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
を
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
五
条

出
版
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
五
六
条

市
民
は
、
結
社
を
結
成
す
る
権
利
に
つ
い
て
、
当
該
結
社
が
そ
の
目
的
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
手

段
に
お
い
て
も
、
違
法
ま
た
は
国
家
に
危
険
で
な
い
限
り
で
、
こ
れ
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
の
濫
用
に
か
ん
し
て
は
、
邦
が
必
要
な
規
定

を
法
律
で
定
め
る
。

第
五
七
条

請
願
の
権
利
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
五
八
条

①

何
人
も
、
憲
法
に
適
合
し
た
裁
判
官
︹
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
︺
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
か
な
る
特
別
裁
判
所
も
、

こ
れ
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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②

宗
教
裁
判
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

第
五
九
条

①

ス
イ
ス
に
定
ま
っ
た
住
所
を
有
す
る
支
払
能
力
あ
る
債
務
者
に
対
す
る
訴
え
は
、
個
人
的
負
債
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
住
所
地
の
裁
判

官
︹
＝
裁
判
所
︺
に
こ
れ
を
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
か
か
る
債
務
者
の
、
そ
の
居
住
す
る
邦
の
外
に
あ
る
財
産
に

対
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
仮
差
押
え
も
為
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

②

外
国
人
に
か
ん
し
て
は
、
関
係
あ
る
条
約
の
規
定
が
留
保
さ
れ
る
。

③

債
務
拘
禁
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

第
六
〇
条

す
べ
て
の
邦
は
、
全
ス
イ
ス
市
民
を
、
立
法
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
裁
判
手
続
に
お
い
て
も
、
自
邦
の
市
民
と
平
等
に
処
遇
す
る
義
務

を
有
す
る
。

第
六
一
条

い
ず
れ
か
の
邦
に
お
い
て
為
さ
れ
た
有
効
な
民
事
裁
判
判
決
は
、全
ス
イ
ス
に
お
い
て
執
行
さ
れ
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
五
条

①

政
治
犯
罪
を
理
由
と
し
た
い
か
な
る
死
刑
判
決
も
、
こ
れ
を
下
し
て
は
な
ら
な
い
。

②

体
刑
は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
。

第
七
四
条

①

連
邦
の
国
民
投
票
お
よ
び
選
挙
に
際
し
て
、
ス
イ
ス
人
男
性
お
よ
び
ス
イ
ス
人
女
性
は
、
平
等
の
政
治
的
権
利
・
義
務
を
有
す
る
。

第
一
一
三
条

①

連
邦
裁
判
所
は
、
さ
ら
に
、
左
の
条
項
に
つ
き
判
決
す
る
。
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１
．︹
当
事
者
の
︺
一
方
を
連
邦
官
庁
と
し
、
他
方
を
邦
官
庁
と
す
る
権
限
争
議
。

２
．
邦
相
互
間
の
国
法
的
性
質
を
有
す
る
争
訟
。

３
．
市
民
の
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
に
か
ん
す
る
訴
え
な
ら
び
に
協
約
お
よ
び
条
約
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
私
人
の
訴
え
。

②

連
邦
法
律
に
よ
り
詳
細
に
確
定
さ
れ
る
べ
き
行
政
上
の
争
訟
は
、
こ
れ
を
留
保
す
る
。

③

た
だ
し
、
以
上
の
す
べ
て
の
争
訟
に
お
い
て
、
連
邦
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
お
よ
び
一
般
拘
束
的
決
議
な
ら
び
に
そ
れ
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
条
約
は
、
連
邦
裁
判
所
を
拘
束
す
る
。

経
過
規
定
・
第
二
条

新
連
邦
憲
法
に
抵
触
す
る
連
邦
法
律
、
協
約
、
邦
の
憲
法
お
よ
び
法
律
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
の
採
択
な
い
し
こ
の
憲
法
で
予
定
さ
れ

て
い
る
法
律
の
制
定
と
同
時
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

不
文
の
基
本
権

意
見
︹
表
明
︺
の
自
由
︵
M
ein
u
n
g
sfreih
eit︶︵
B
G
E
87I117︶

個
人
の
自
由
︵
P
ersön
lich
e
F
reih
eit︶︵
B
G
E
89I98
お
よ
び
90I34︶

言
語
の
自
由
︵
S
p
rach
en
freih
eit︶︵
B
G
E
91I480︶

集
会
の
自
由
︵
V
ersam
m
lu
n
g
sfreih
eit︶︵
B
G
E
96I224︶

＊
訳
者
註

こ
の
一
八
七
四
年
五
月
二
九
日
の
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
は
、
一
九
九
九
年
四
月
二
八
日
に
全
面
改
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
憲
法
︵
現
行
憲

法
︶
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
訳
出
す
る
予
定
で
あ
り
、
参
照
を
請
う
。
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連
邦
憲
法
全
面
改
正
準
備
の
た
め
の
専
門
家
委
員
会
の
一
九
七
七
年
の
憲
法
草
案
＊

︵
V
e
rfa
s
s
u
n
g
s
e
n
tw
u
rf
1
9
7
7
d
e
r
E
x
p
e
rte
n
k
o
m
m
is
s
io
n
fü
r
d
ie
V
o
rb
e
re
itu
n
g
e
in
e
r
T
o
ta
lre
v
is
io
n
d
e
r
B
u
n
d
e
s
v
e
rfa
s
s
u
n
g
︶

第
一
編

基
本
権
お
よ
び
国
家
の
指
導
原
則

第
二
章

国
家
的
処
務
︵
s
ta
a
tlic
h
e
r
H
a
n
d
e
ln
︶
に
か
ん
す
る
原
則

第
四
条

憲
法
お
よ
び
法
律
に
よ
る
拘
束

国
家
的
事
務
︵
staatlich
e
A
u
fg
ab
e︶
を
担
当
す
る
も
の
は
、
憲
法
お
よ
び
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
。

第
五
条

一
般
的
法
原
則

①

国
家
機
関
の
処
務
は
、
そ
の
目
的
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

い
か
な
る
国
家
機
関
も
、
恣
意
的
に
処
務
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

③

国
家
機
関
と
私
人
は
、
相
互
に
信
義
誠
実
の
義
務
を
負
う
。

第
六
条

責

任

①

国
家
は
、
そ
の
機
関
が
憲
法
に
惹
き
起
し
た
損
害
に
つ
き
、
こ
れ
を
賠
償
す
べ
き
責
任
を
有
す
る
。

②

国
家
は
、
ま
た
、
そ
の
機
関
の
適
法
な
行
為
に
因
る
損
失
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
因
っ
て
個
人
が
重
大
な
被
害
を
蒙
り
、
か
つ
、
そ
れ

を
当
該
個
人
自
身
に
受
忍
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
え
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
補
償
す
べ
き
責
任
を
有
す
る
。

第
七
条

官
庁
の
情
報
︹
開
示
︺
義
務

官
庁
は
、
重
大
な
公
益
ま
た
は
私
益
に
反
し
な
い
限
り
、
そ
の
活
動
に
か
ん
す
る
十
分
な
情
報
を
開
示
し
、
か
つ
、
教
示
を
与
え
な
け

ヨ
ル
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れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

基

本

権

第
八
条

人
間
の
尊
厳

人
間
の
尊
厳
は
、
不
可
侵
で
あ
る
。

第
九
条

法
的
平
等

①

す
べ
て
の
人
は
、
法
律
の
前
に
平
等
で
あ
る
。

②

何
人
も
、
各
自
の
門
地
、
性
格
、
人
種
、
言
語
、
社
会
的
地
位
、
世
界
観
的
ま
た
は
政
治
的
確
信
も
し
く
は
意
見
を
理
由
と
し
て
不
利

益
を
受
け
、
ま
た
は
特
権
を
与
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

③

両
性
は
、
同
権
で
あ
る
。
法
律
は
、
と
り
わ
け
、
家
族
、
教
育
お
よ
び
労
働
の
分
野
に
お
け
る
両
性
の
同
等
の
地
位
に
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
両
性
は
、
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
同
一
の
賃
金
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
一
〇
条

人
格
お
よ
び
私
的
領
域
の
保
護

①

何
人
も
、
生
命
、
身
心
の
健
全
、
活
動
の
自
由
お
よ
び
人
身
の
安
全
へ
の
権
利
を
有
す
る
。

②

死
刑
お
よ
び
身
体
刑
は
、
こ
れ
を
禁
ず
る
。

③

私
的
領
域
お
よ
び
住
居
は
、
こ
れ
を
保
護
す
る
。
郵
便
お
よ
び
電
信
電
話
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

④

何
人
も
、
重
大
な
公
益
ま
た
は
私
益
の
要
請
が
な
い
限
り
、
自
己
に
関
係
あ
る
文
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
人
も
、
訂
正
す

る
権
利
を
有
す
る
。
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第
一
一
条

信
仰
お
よ
び
良
心
の
自
由

①

何
人
も
、
自
己
の
宗
教
な
い
し
世
界
観
を
自
由
に
選
択
し
、
告
白
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

何
人
も
、
宗
教
団
体
に
加
入
し
、
宗
教
教
育
に
参
加
し
、
な
い
し
、
宗
教
的
行
為
を
す
る
権
利
を
有
し
、
ま
た
、
何
人
も
︹
右
の
こ
と

を
︺
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
何
人
も
、
自
己
の
世
界
観
に
か
ん
し
て
も
︹
信
仰
に
か
ん
す
る
の
と
︺
同
じ
自
由
を
有
す
る
。

第
一
二
条

意
見
の
自
由
お
よ
び
情
報
の
自
由

①

何
人
も
、
自
己
の
意
見
を
自
由
に
形
成
し
、
自
由
に
表
現
・
流
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

国
家
は
、
意
見
が
多
様
な
形
で
、
と
り
わ
け
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
配
慮
す
る
。

③

検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
三
条

集
会
お
よ
び
結
社
の
自
由

①

何
人
も
、
他
人
と
集
会
し
、
ま
た
、
結
社
を
為
す
権
利
を
有
し
、
ま
た
は
、
集
会
お
よ
び
結
社
に
加
わ
ら
な
い
権
利
を
有
す
る
。

②

集
会
お
よ
び
集
団
示
威
行
進
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
理
由
の
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
が
許
可
を
受
け
る
べ
き
義
務
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
旨
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
会
お
よ
び
集
団
示
威
行
進
は
、
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
真
正
か
つ
直
接
の
危
険
が
存
在
す
る
場

合
に
限
り
、
こ
れ
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
四
条

学
問
お
よ
び
芸
術
の
自
由

学
問
の
教
授
お
よ
び
研
究
な
ら
び
に
芸
術
的
活
動
は
自
由
で
あ
る
。

第
一
五
条

居
住
の
自
由
お
よ
び
移
住
の
自
由

①

ス
イ
ス
人
は
、
国
の
い
ず
れ
の
場
所
に
も
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

ス
イ
ス
人
は
、
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
何
時
に
て
も
ス
イ
ス
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

ス
イ
ス
人
は
、
ス
イ
ス
か
ら
国
外
追
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ヨ
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第
一
六
条

外
国
人
の
亡
命
者
庇
護
権
、
任
意
移
住
権
お
よ
び
帰
化
権

①

亡
命
者
は
、
法
律
に
も
と
づ
き
庇
護
権
を
保
障
さ
れ
る
。

②

適
法
に
一
か
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ス
イ
ス
に
居
住
す
る
外
国
人
は
、
国
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
自
己
の
滞
在
地
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

③

外
国
人
は
、
法
律
の
定
め
る
条
件
の
下
に
、
帰
化
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

第
一
七
条

財
産
権
保
障

①

財
産
権
は
、
法
律
の
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
保
障
す
る
。

②

法
律
の
制
定
は
、
と
り
わ
け
、
財
産
政
策
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
規
定
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

公
用
徴
収
お
よ
び
公
用
徴
収
に
相
当
す
る
財
産
権
制
限
は
、
補
償
の
下
に
こ
れ
を
お
こ
な
う
。

第
一
八
条

職
業
選
択
の
自
由

何
人
も
自
己
の
職
業
お
よ
び
職
場
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
九
条

経
済
の
自
由

①

私
的
経
済
活
動
は
、
法
律
の
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
保
障
す
る
。

②

法
律
の
制
定
は
、
と
り
わ
け
、
経
済
政
策
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
規
定
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

外
国
人
お
よ
び
外
国
経
営
企
業
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
〇
条

権
利
保
護

①

何
人
も
、
権
利
保
護
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
貧
困
者
に
つ
い
て
は
、
権
利
保
護
の
た
め
の
費
用
を
免
除
す
る
。

②

裁
判
所
は
、
独
立
で
あ
る
。

③

何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
自
己
の
裁
判
官
︹
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
︺
を
奪
わ
れ
な
い
。
特
別
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
禁
ず
る
。
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④

当
事
者
は
、
い
か
な
る
手
続
に
お
い
て
も
、
法
律
上
の
聴
聞
を
請
求
し
、
か
つ
、
妥
当
な
期
間
内
に
理
由
の
付
さ
れ
た
判
決
を
受
け
る

こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

⑤

行
政
処
分
に
対
し
て
は
、当
該
処
分
を
受
け
た
者
は
、最
終
審
級
に
お
い
て
、裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。︹
た
だ
し
、︺

法
律
に
よ
り
、
そ
の
例
外
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

国
家
は
、
法
の
報
知
お
よ
び
無
料
法
律
相
談
の
実
施
を
援
助
す
る
。

第
二
一
条

被
逮
捕
者
お
よ
び
被
抑
留
者
に
対
す
る
権
利
保
護

①

捜
査
お
よ
び
罪
証
保
全
の
た
め
の
勾
留
に
か
ん
す
る
命
令
は
、す
べ
て
こ
れ
を
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。︹
裁
判
所
は
、︺

こ
れ
を
遅
滞
な
く
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

有
罪
の
判
決
を
受
け
る
こ
と
な
く
勾
留
さ
れ
ま
た
は
抑
留
さ
れ
て
い
る
人
は
、
何
人
も
、
何
時
に
て
も
、
裁
判
所
に
異
議
申
立
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。︹
裁
判
所
は
、︺
こ
れ
を
遅
滞
な
く
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

︹
被
逮
捕
者
等
︺
関
係
者
に
は
、
そ
の
権
利
に
つ
い
て
教
示
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
を
実
現
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
二
条

請

願

権

①

何
人
も
、
官
庁
に
対
し
て
請
願
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
し
た
た
め
に
い
か
な
る
不
利
益
も
受
け
な
い
。

②

請
願
に
つ
い
て
は
、
権
限
を
有
す
る
官
庁
が
、
妥
当
な
期
間
内
に
こ
れ
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
三
条

基
本
権
の
制
限

①

基
本
権
は
、
重
大
な
公
益
︵
ein
ü
b
erw
ieg
en
d
es
öffen
tlich
es
In
teresse︶
が
肯
認
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
基
本
権
の
核
心
︵
K
ern
︶
は
、
不
可
侵
で
あ
る
。

②

基
本
権
の
制
限
は
、
法
律
の
根
拠
を
必
要
と
す
る
。
重
大
な
制
限
は
、
法
律
上
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
正

ヨ
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で
直
接
か
つ
明
白
な
危
険
︵
ern
ste,
u
n
m
ittelb
are
u
n
d
öffen
sich
tlich
e
G
efah
r︶
の
︹
存
在
す
る
︺
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
留
保
す

る
。

③

国
家
に
対
し
て
特
別
な
従
属
関
係
に
在
る
と
こ
ろ
の
、
軍
人
、
官
吏
、
受
刑
者
お
よ
び
そ
の
他
の
人
々
の
基
本
権
は
、
右
の
関
係
の
基

礎
に
な
っ
て
い
る
特
別
の
公
益
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
限
度
で
、
こ
れ
を
付
加
的
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
条

基
本
権
の
実
現

基
本
権
は
、
全
立
法
に
お
い
て
、
と
く
に
、
組
織
規
定
お
よ
び
手
続
規
定
の
上
で
も
、
こ
れ
を
実
効
あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
五
条

基
本
権
の
私
人
間
効
力

①

立
法
お
よ
び
裁
判
は
、
基
本
権
が
そ
の
意
味
に
適
っ
た
形
で
私
人
間
に
お
い
て
も
効
力
を
有
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

②

基
本
権
を
行
使
す
る
者
は
、
他
人
の
基
本
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
何
人
も
、
自
己
の
優
越
的
地
位
を
濫
用
し

て
基
本
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
章

社
会
秩
序
・
財
産
政
策
・
経
済
政
策

第
二
六
条

社

会

権

①

国
家
は
、
左
の
事
項
の
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
。

ａ
．
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
能
力
と
素
質
に
応
じ
て
学
習
し
さ
ら
に
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｂ
．
す
べ
て
の
人
が
、
妥
当
な
条
件
で
勤
労
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
す
べ
て
の
被

傭
者
が
そ
の
職
場
を
正
当
な
理
由
な
し
に
喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
。
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ｃ
．
す
べ
て
の
人
が
、
社
会
保
障
制
度
に
加
入
す
る
よ
う
に
し
、
と
り
わ
け
、
老
齢
、
傷
害
、
疾
病
、
失
業
な
い
し
扶
養
者
の
欠
損
か
ら

生
ず
る
結
果
に
対
し
て
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｄ
．
す
べ
て
の
人
が
、
自
己
の
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
手
段
を
所
有
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｅ
．
す
べ
て
の
人
が
、
負
担
可
能
な
条
件
で
適
当
な
住
宅
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
借
地
借
家
人
が
不
法
か
ら

保
護
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②

国
家
は
、
家
族
と
母
性
を
保
護
す
る
。

第
三
〇
条

財
産
政
策

国
家
は
、
そ
の
財
産
政
策
に
つ
き
、
と
り
わ
け
、
左
の
事
項
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。

ａ
．
過
度
の
、
な
い
し
、
公
共
の
福
祉
を
侵
害
す
る
要
求
か
ら
、
環
境
を
保
護
す
る
こ
と
。

ｂ
．
土
地
の
有
効
利
用
、
国
土
の
秩
序
あ
る
居
住
お
よ
び
調
和
の
と
れ
た
国
土
と
居
住
の
景
観
︹
の
形
成
︺
を
促
進
す
る
こ
と
。

ｃ
．
国
の
自
然
的
お
よ
び
文
化
的
特
色
を
保
護
す
る
こ
と
。

ｄ
．
財
産
お
よ
び
土
地
所
有
の
過
度
の
集
中
を
防
止
す
る
こ
と
。

ｅ
．
国
民
経
済
な
い
し
社
会
に
と
っ
て
有
害
な
利
潤
の
獲
得
に
反
対
す
る
こ
と
。

ｆ
．
土
地
価
値
の
増
加
分
の
正
当
な
配
分
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

ｇ
．
公
益
目
的
に
仕
え
る
財
産
お
よ
び
所
有
者
自
身
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
財
産
を
保
護
し
、
援
助
す
る
こ
と
。

ｈ
．
自
然
人
の
妥
当
な
財
産
形
成
を
援
助
す
る
こ
と
。

第
三
一
条

経
済
政
策

国
家
は
、
そ
の
経
済
政
策
に
つ
き
、
と
り
わ
け
、
左
の
条
項
を
為
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

ａ
．
均
衡
の
と
れ
た
経
済
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
。

ヨ
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ｂ
．
失
業
お
よ
び
物
価
騰
貴
を
予
防
し
克
服
す
る
こ
と
。

ｃ
．
通
貨
を
保
護
し
、
貨
幣
の
量
を
調
整
す
る
こ
と
。

ｄ
．
空
間
秩
序
の
領
域
に
お
い
て
環
境
を
保
護
す
る
こ
と
。

ｅ
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
活
上
重
要
な
物
資
お
よ
び
働
ら
き
口
を
具
え
た
土
地
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
。

ｆ
．
原
料
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

ｇ
．
公
共
交
通
機
関
と
私
的
交
通
機
関
の
相
互
調
和
を
は
か
る
こ
と
。

ｈ
．
国
の
経
済
を
保
護
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

ｉ
．
外
国
貿
易
を
振
興
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
を
外
交
政
策
の
目
的
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
。

ｋ
．
困
難
な
経
済
的
条
件
を
抱
え
て
い
る
地
域
を
援
助
す
る
こ
と
。

ｌ
．
経
済
分
野
の
う
ち
そ
の
存
立
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
、
転
換
の
た
め
の
補
助
金
ま
た
は
必
要
な
場
合
に

は
維
持
の
た
め
の
補
助
金
を
給
付
す
る
こ
と
。

＊
訳
者
註

こ
の
一
九
九
七
年
の
専
門
家
委
員
会
草
案
は
、
一
九
六
五
年
あ
た
り
か
ら
始
ま
っ
た
、
一
八
七
四
年
連
邦
憲
法
を
全
面
改
正
す
る
過
程
に

お
い
て
、
一
九
七
四
年
に
連
邦
司
法
・
警
察
省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
、
各
政
党
の
代
表
と
学
識
経
験
者
な
ど
四
六
名
か
ら
成
る
委
員
会
に

よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
は
、
新
憲
法
の
基
礎
と
な
る
最
有

力
の
草
案
と
見
ら
れ
て
い
た
。
著
者
が
こ
れ
を
付
録
に
採
り
入
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

拙
著
﹃
現
代
ス
イ
ス
憲
法
﹄︵
法
律
文
化
社
・
一
九
八
九
年
︶
一
三
五
頁
以
下
へ
の
参
照
を
請
う
。
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人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
保
護
に
関
す
る
条
約
︵
欧
州
人
権
保
護
条
約
︹
E
M
R
K
︺
︶

︵
K
o
n
v
e
n
tio
n
z
u
m

S
c
h
u
tz
e
d
e
r
M
e
n
s
c
h
e
n
re
c
h
te
u
n
d
G
ru
n
d
fre
ih
e
ite
n
︹
E
M
R
K
︺︶

一
九
五
〇
年
一
一
月
四
日
︹
署
名
︺

一
九
六
三
年
五
月
六
日
の
第
三
号
議
定
書
︵
P
ro
to
k
o
ll︶
お
よ
び
一
九
六
六
年
一
月
二
〇
日
の
第
五
号
議
定
書
に
よ
る
改
正

︵
Ä
n
d
eru
n
g
︶
は
、
テ
ク
ス
ト
の
中
に
顧
慮
さ
れ
て
い
る
。

︵
仏ヽ

語ヽ

おヽ

よヽ

びヽ

英ヽ

語ヽ

のヽ

原ヽ

文ヽ

テヽ

クヽ

スヽ

トヽ

︹
O
rigin
altext︺
かヽ

らヽ

︹
独ヽ

語ヽ

にヽ

︺
翻ヽ

訳ヽ

しヽ

たヽ

もヽ

のヽ

でヽ

あヽ

るヽ

。︶

第
一
条

︹
国
家
の
権
利
・
自
由
保
障
義
務
︺

締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
に
属
す
る
す
べ
て
の
人
々
︵
P
erson
en
︶
に
対
し
て
、
こ
の
条
約
の
第
一
節
に
明
定
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を

保
障
す
る
。

第
一
節

︹
実
体
規
定
︺

第
二
条

︹
生
命
へ
の
権
利
︺

１
．
何
人
の
生
命
へ
の
権
利
も
、
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。
法
律
が
死
刑
を
も
っ
て
罰
す
る
犯
罪
の
事
案
に
お
い
て
裁
判
所
が
宣
告
す

る
死
刑
判
決
の
執
行
を
除
い
て
、
人
を
故
意
に
殺
害
す
る
こ
と
︵
ab
sich
tlich
e
T
ötu
n
g
︶
は
、
許
容
さ
れ
な
い
。
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２
．
殺
害
は
、
そ
れ
が
左
の
目
的
の
た
め
に
不
可
欠
に
求
め
ら
れ
る
力
の
行
使
の
結
果
で
あ
る
と
き
に
は
、
本
条
に
違
反
し
た
も
の
と
は
み

な
さ
れ
な
い
。

不
法
な
力
の
行
使
か
ら
人
を
防
禦
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
。

a)

合
法
的
な
逮
捕
を
執
行
し
、
ま
た
は
合
法
的
に
拘
禁
し
た
者
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め
。

b)

暴
動
︵
A
u
fru
h
r︶
ま
た
は
反
乱
︵
A
u
fstan
d
︶
を
法
律
の
範
囲
内
で
鎮
圧
す
る
た
め
。

c)
第
三
条

︹
拷
問
と
非
人
道
的
刑
罰
・
処
遇
の
禁
止
︺

何
人
も
、
拷
問
ま
た
は
非
人
間
的
な
も
し
く
は
辱
め
を
受
け
る
よ
う
な
︵
ern
ied
rig
en
d
︶
刑
罰
も
し
く
は
処
遇
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
。

第
四
条

︹
奴
隷
・
苦
役
お
よ
び
強
制
労
働
の
禁
止
︺

１
．
何
人
も
、
奴
隷
ま
た
は
農
奴
︵
L
eib
eig
en
sch
aft︶
の
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

２
．
何
人
も
、
強
制
的
ま
た
は
義
務
的
労
働
を
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

３
．
本
条
の
意
味
に
お
け
る
﹁
強
制
的
ま
た
は
義
務
的
労
働
﹂︹
と
い
う
概
念
︺
に
は
、
次
の
も
の
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

本
条
約
第
五
条
に
規
定
す
る
諸
条
件
の
も
と
で
拘
禁
中
の
者
ま
た
は
条
件
付
釈
放
中
の
者
に
通
常
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
労
働
。

a)

軍
事
的
性
質
の
役
務
、
ま
た
は
、
良
心
的
兵
役
拒
否
が
認
め
れ
ら
れ
て
い
る
国
に
お
け
る
良
心
的
兵
役
拒
否
者
の
場
合
に
は
軍
事
的

b)
服
務
義
務
に
か
わ
っ
て
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
役
務
。

生
命
ま
た
は
公
共
の
福
祉
︵
d
as
W
oh
ld
er
G
em
ein
sch
aft︶
を
脅
か
す
緊
急
事
態
ま
た
は
災
害
の
場
合
に
強
い
ら
れ
る
す
べ
て
の

c)
役
務
。

通
常
の
市
民
的
義
務
に
属
す
る
す
べ
て
の
労
働
ま
た
は
役
務
。

d)
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第
五
条

︹
身
体
の
自
由
と
安
全
︺

１
．
何
人
も
、
自
由
と
安
全
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
人
は
、
左
の
場
合
に
お
い
て
、
か
つ
法
律
の
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
場

合
の
外
は
、
自
由
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

人
を
、
権
限
あ
る
裁
判
所
に
よ
る
有
罪
判
決
の
の
ち
に
合
法
的
に
拘
禁
す
る
場
合
。

a)

人
を
、
合
法
的
な
裁
判
所
の
決
定
に
従
わ
な
い
た
め
に
、
ま
た
は
法
律
の
定
め
る
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
目
的
で
、
合
法
的
に
逮

b)
捕
︵
festn
eh
m
en
︶
し
、
ま
た
は
拘
禁
す
る
場
合
。

容
疑
者
︵
B
etreffen
d
e︶
が
刑
罰
に
値
す
る
行
為
に
着
手
し
た
と
疑
う
に
足
る
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
ま
た
は
、
容
疑
者
が
刑
罰
に

c)
値
す
る
行
為
を
遂
行
し
も
し
く
は
そ
の
行
為
の
遂
行
後
に
逃
亡
す
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
合
理
的
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
権
限
あ
る
司
法
当
局
に
引
渡
す
目
的
で
、
人
を
合
法
的
に
逮
捕
し
、
ま
た
は
拘
禁
す
る
場
合
。

監
督
的
な
教
育
︵
ü
b
erw
ach
te
E
rzieh
u
n
g
︶
の
目
的
で
合
法
的
に
な
さ
れ
る
未
成
年
者
の
拘
禁
、
ま
た
は
、
権
限
あ
る
司
法
当
局

d)
に
引
き
渡
す
目
的
で
合
法
的
に
行
な
わ
れ
る
未
成
年
者
の
拘
禁
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
。

人
を
、
同
人
が
伝
染
病
を
蔓
延
さ
せ
る
危
険
発
生
源
︵
G
efah
ren
q
u
elle︶
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
ま
た
は
、
精
神
病
者
、
ア
ル

e)
コ
ー
ル
中
毒
者
、
麻
薬
中
毒
者
も
し
く
は
浮
浪
者
で
あ
る
た
め
に
、
合
法
的
に
拘
禁
す
る
場
合
。

人
を
、
同
人
が
不
正
に
︵
u
n
b
erech
tig
t︶
国
家
領
域
に
入
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
、
同
人
に
つ
い
て
退
去
強
制
も
し

f)
く
は
犯
罪
人
引
渡
し
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
合
法
的
に
逮
捕
し
ま
た
は
拘
禁
す
る
場
合
。

２
．
逮
捕
さ
れ
て
い
る
者
は
何
人
も
、
可
及
的
に
速
や
か
に
、
自
己
の
理
解
し
う
る
言
語
で
、
逮
捕
の
理
由
お
よ
び
自
己
に
対
す
る
問
責

︵
B
esch
u
ld
ig
u
n
g
︶
に
つ
い
て
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
．
本
条
第
一
項
Ｃ
号
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
逮
捕
さ
れ
ま
た
は
拘
禁
さ
れ
た
者
は
何
人
も
、
遅
滞
な
く
、
裁
判
官
ま
た
は
裁
判
官
的
機
能

︵
rich
terlich
e
F
u
n
k
tion
︶
の
行
使
を
法
律
上
授
与
さ
れ
た
・
裁
判
官
以
外
の
官
吏
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
人
は
、
合
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理
的
期
間
内
に
裁
判
を
受
け
、
ま
た
は
裁
判
手
続
︵
V
erfah
ren
︶
中
に
釈
放
を
受
け
る
こ
と
︵
H
aften
tlassu
n
g
︶
を
求
め
る
権
利
を
有

す
る
。
釈
放
︵
F
reilassu
n
g
︶
に
は
、
裁
判
所
に
出
頭
す
る
保
証
の
履
行
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
に
よ
っ
て
自
己
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
人
は
何
人
も
、
裁
判
所
が
拘
禁
の
合
法
性
に
つ
い
て
可
及
的
速
や
か
に
決

定
し
、
か
つ
︹
そ
の
拘
禁
が
︺
違
法
で
あ
る
場
合
に
は
自
己
の
釈
放
を
命
ず
る
手
続
を
執
る
よ
う
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

５
．
本
条
の
諸
規
定
に
違
反
し
た
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
を
う
け
た
者
は
何
人
も
、
損
害
賠
償
︵
S
ch
ad
en
ersatz︶
の
請
求
権
を
有
す
る
。

第
六
条

︹
公
正
な
裁
判
︺

１
．
何
人
も
、
民
事
上
の
請
求
権
︵
A
n
sp
ru
c
h
︶
お
よ
び
義
務
に
か
ん
し
て
、
ま
た
は
自
己
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
刑
事
上
の
問
責

︵
A
n
k
lag
e︶
の
確
定
︵
S
tich
h
altig
k
eit︶
に
か
ん
し
て
裁
定
︵
en
tsch
eid
en
︶
を
受
け
る
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
事
件
︵
S
ach
e︶
が
、

適
切
な
︵
b
illig
︶
方
法
に
よ
る
、
公
開
さ
れ
た
、
か
つ
合
理
的
期
間
内
の
、
し
か
も
右
裁
定
を
な
す
べ
き
独
立
で
公
正
な
、
か
つ
法
律
に

よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
裁
判
所
に
係
属
さ
れ
る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
判
決
は
、
公
開
の
場
で
言
い
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
報
道
機
関
︵
P
ress︶
お
よ
び
公
衆
︵
Ö
ffen
tlich
k
eit︶
は
、
民
主
的
社
会
に
お
け
る
道
徳
、
公
の
秩
序
も
し
く
は
国
の
安

全
の
た
め
に
、
ま
た
は
、
少
年
の
利
益
も
し
く
は
訴
訟
当
事
者
の
私
生
活
の
保
護
に
と
っ
て
必
要
な
場
合
、
ま
た
は
、
公
開
取
扱
い
が
裁

判
の
利
益
を
侵
害
す
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
の
も
と
で
法
廷
の
意
見
に
も
と
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
に
限
っ
て
、
こ
れ
を
裁
判
手
続
の

全
部
ま
た
は
一
部
か
ら
閉
め
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
犯
罪
行
為
の
ゆ
え
に
被
告
人
と
な
っ
た
者
は
、
そ
の
罪
責
が
法
律
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
無
罪
と
推
定
さ
れ
る
。

３
．
被
告
人
は
何
人
も
、
最
小
限
︵
英
文
テ
ク
ス
ト
︶、
と
り
わ
け
︵
仏
文
テ
ク
ス
ト
︶、
左
の
権
利
を
有
す
る
。

自
己
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
告
訴
の
性
質
お
よ
び
原
因
を
可
及
的
速
や
か
に
、
自
己
の
理
解
で
き
る
言
語
で
、
あ
ら
ゆ
る
個
別
事
項

a)
に
わ
た
っ
て
告
げ
ら
れ
る
こ
と
。

自
己
の
弁
護
の
準
備
の
た
め
に
、
充
分
な
時
間
と
機
会
を
持
つ
こ
と
。

b)
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自
己
自
身
で
弁
護
し
、
ま
た
は
自
ら
選
択
し
た
弁
護
人
に
よ
る
補
佐
︵
B
eistan
d
︶
を
受
け
る
こ
と
。
ま
た
、
自
己
が
弁
護
人
へ
の
報

c)
酬
支
払
い
の
手
段
を
有
し
な
い
場
合
で
、
裁
判
の
た
め
に
必
要
な
と
き
に
は
、
国
選
弁
護
人
︵
P
flich
tsv
erteid
ig
er︶
の
補
佐
を
受
け

る
こ
と
。

被
告
に
不
利
な
証
言
を
す
る
証
人
︵
B
elastu
n
g
szeu
g
e︶
を
尋
問
し
ま
た
は
尋
問
さ
せ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
被
告
に
不
利
な
証
言

d)
を
す
る
証
人
と
同
一
の
条
件
の
下
に
、
被
告
に
有
利
な
証
言
を
す
る
証
人
︵
E
n
tlastu
n
g
szeu
g
e︶
の
喚
問
お
よ
び
尋
問
を
実
現
す
る

こ
と
。

被
告
が
法
廷
の
使
用
言
語
を
理
解
で
き
な
い
か
ま
た
は
法
廷
に
お
い
て
表
現
で
き
な
い
場
合
に
は
、
通
訳
の
無
料
の
召
換

e)
︵
B
eizieh
u
n
g
︶
を
求
め
る
こ
と
。

第
七
条

︹
刑
法
の
遡
及
的
適
用
の
禁
止
︺

１
．
何
人
も
、
自
己
の
遂
行
の
時
に
国
内
法
ま
た
は
国
際
法
に
よ
っ
て
刑
罰
に
該
当
し
な
か
っ
た
作
為
ま
た
は
不
作
為
︵
H
an
d
lu
n
g
od
er

U
n
terlassu
n
g
︶
を
理
由
と
し
て
有
罪
︵
v
eru
rteilen
︶
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
同
じ
く
、
刑
罰
に
該
当
す
る
作
為
が
遂
行
さ
れ

た
時
点
に
向
け
ら
れ
た
刑
よ
り
重
い
刑
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

２
．
本
条
は
、
そ
の
遂
行
の
時
点
で
文
明
諸
国
︵
ziv
ilisierte
V
ölk
er︶
で
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
法
の
基
本
原
則
に
よ
る
な
ら
ば
刑

罰
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
有
罪
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
人
の
判
決
ま
た
は
処
罰
︵
V
eru
rteilu
n
g
od
er
B
es-

trafu
n
g
︶
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
八
条

︹
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
住
居
・
通
信
の
尊
重
︺

１
．
何
人
も
、
そ
の
私
的
生
活
お
よ
び
家
庭
生
活
、
そ
の
住
居
な
ら
び
に
そ
の
通
信
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

２
．
右
の
権
利
の
行
使
に
対
す
る
公
権
力
の
介
入
は
、
こ
の
介
入
が
、
法
律
に
合
致
し
、
か
つ
、
国
の
安
全
、
公
共
の
平
穏
お
よ
び
秩
序
、

国
土
︵
L
an
d
︶
の
経
済
的
福
祉
、
秩
序
の
防
衛
の
た
め
に
、
犯
罪
︵
strafb
are
H
an
d
lu
n
g
︶
の
防
止
の
た
め
に
、
衛
生
お
よ
び
道
徳
の
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保
護
の
た
め
に
、
ま
た
は
他
人
の
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
護
の
た
め
に
民
主
的
社
会
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
限
り
で
の
み
、
許
容
さ
れ
る
。

第
九
条

︹
思
想
・
良
心
・
宗
教
の
自
由
︺

１
．
何
人
も
、
思
想
︵
G
ed
an
k
en
︶、
良
心
︵
G
ew
issen
︶
お
よ
び
宗
教
︵
R
elig
ion
︶
の
自
由
を
求
め
る
権
利
︵
A
n
sp
ru
ch
︶
を
有
す
る
。

こ
の
権
利
に
は
、
自
己
の
宗
教
ま
た
は
世
界
観
を
変
更
す
る
自
由
、
な
ら
び
に
、
自
己
の
宗
教
ま
た
は
世
界
観
を
、
単
独
に
ま
た
は
他
者

と
共
同
し
て
、
ま
た
公
的
に
ま
た
は
私
的
に
、
礼
拝
︵
G
ottesd
ien
st︶、
教
育
︵
U
n
terrich
t︶、
祈
祷
︵
A
n
d
ach
t︶
お
よ
び
宗
教
儀
式

の
顧
慮
を
と
お
し
て
表
明
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

２
．
宗
教
お
よ
び
信
条
︵
B
ek
en
n
tn
is︶
の
自
由
は
、
民
主
的
社
会
に
お
い
て
不
可
欠
な
措
置
が
公
共
の
安
全
、
公
共
の
秩
序
・
衛
生
お
よ

び
道
徳
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
も
し
く
は
他
人
の
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
護
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
内
容
を
定
め
た
も
の
の
他

は
、
法
律
に
よ
る
制
約
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
〇
条

︹
表
現
の
自
由
︺

１
．
何
人
も
、
自
由
な
意
見
表
明
︵
M
ein
u
n
g
säu
sseru
n
g
︶
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
意
見
の
自
由
、
お
よ
び
、
公

官
庁
の
介
入
を
受
け
る
こ
と
な
く
か
つ
国
境
を
斟
酌
す
る
こ
と
な
く
情
報
な
い
し
思
想
を
受
領
し
伝
達
す
る
自
由
が
含
ま
れ
る
。
本
条

は
、
国
家
が
放
送
、
映
画
︵
L
ich
tsp
iel︶
お
よ
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
企
業
を
許
可
手
続
に
付
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

２
．
こ
れ
ら
の
自
由
の
行
使
は
、
義
務
と
責
任
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
、
国
民
の
安
全
、
領
土
の
保
全
も
し
く
は
公
共
の

安
全
の
た
め
、
秩
序
の
維
持
も
し
く
は
犯
罪
の
防
止
の
た
め
、
衛
生
お
よ
び
道
徳
の
保
護
の
た
め
、
他
人
の
名
声
も
し
く
は
権
利
の
保
護

の
た
め
、
か
つ
、
秘
密
と
さ
れ
た
情
報
の
拡
散
を
防
止
し
、
も
し
く
は
裁
判
の
尊
厳
と
公
平
さ
を
擁
護
す
る
こ
と
に
と
っ
て
、
民
主
的
社

会
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
な
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
一
定
の
形
式
の
規
定
︵
F
orm
v
orsch
rift︶、
条
件
、
制
約
も
し
く
は

刑
罰
に
よ
る
威
嚇
︵
S
trafd
roh
u
n
g
︶
に
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
一
条

︹
集
会
・
結
社
の
自
由
︺

１
．
す
べ
て
の
人
は
、
平
和
的
に
集
会
し
、
他
人
と
自
由
に
結
社
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
に
は
、
自
己
の
利
益
の
た

め
に
労
働
組
合
を
組
織
し
、
こ
れ
に
加
入
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る
。

２
．
こ
れ
ら
の
権
利
の
行
使
に
対
し
て
は
、
民
主
的
社
会
に
お
い
て
国
民
お
よ
び
公
の
安
全
の
た
め
、
秩
序
の
保
持
お
よ
び
犯
罪
防
止
の
た

め
、
衛
生
お
よ
び
道
徳
の
保
護
の
た
め
、
ま
た
は
他
人
の
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
護
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
法

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
の
外
は
、
い
か
な
る
制
約
も
課
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
条
は
、
軍
隊
︵
S
treitk
räfte︶、
警
察
ま
た
は
国
家

行
政
府
︵
S
taatsv
erw
altu
n
g
︶
の
構
成
員
に
よ
る
こ
れ
ら
の
権
利
の
行
使
に
対
し
て
法
律
上
定
め
ら
れ
た
制
約
を
課
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
二
条

︹
婚
姻
・
家
庭
の
権
利
︺

婚
姻
適
齢
に
達
し
た
男
性
お
よ
び
女
性
は
、
適
切
な
︵
ein
sch
läg
ig
︶
各
国
の
法
律
の
も
と
で
、
婚
姻
し
家
庭
を
設
け
る
権
利
を
有
す
る
。

第
一
三
条

︹
実
効
的
救
済
︺

本
条
約
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、
被
侵
害
者
は
、
そ
の
侵
害
が
公
的
資
格
で
行
動
す
る
人

に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
場
合
で
も
、
国
の
審
級
︵
In
stan
z︶
に
よ
っ
て
実
効
的
な
救
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

第
一
四
条

︹
差
別
の
禁
止
︺

本
条
約
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
自
由
の
享
有
は
、
と
り
わ
け
、
性
に
も
と
づ
く
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
言
語
、
宗
教
に
も

と
づ
く
、
政
治
上
そ
の
他
の
見
解
に
も
と
づ
く
、
民
族
的
ま
た
は
社
会
的
出
身
に
も
と
づ
く
、
民
族
的
少
数
者
へ
の
所
属
に
も
と
づ
く
、

財
産
に
も
と
づ
く
、
門
地
に
も
と
づ
く
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
地
位
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
差
別
︵
B
en
ach
teilu
n
g
︶
も
受
け

る
こ
と
な
く
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
一
七
︶
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第
一
五
条

︹
非
常
時
権
力
︺

１
．
戦
争
ま
た
は
そ
の
他
の
・
国
民
の
生
存
︵
L
eb
en
d
er
N
ation
︶
を
脅
か
す
公
共
の
緊
急
事
態
の
場
合
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
条
約
締

約
国
︵
H
oh
e
V
ertrag
sch
liessen
d
e
T
eile︶
も
、
本
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
義
務
に
つ
い
て
、
事
態
が
無
条
件
に
必
要
と
し
て
い

る
範
囲
内
で
、
か
つ
当
該
措
置
が
国
際
法
上
の
そ
の
他
の
義
務
と
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る

措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
こ
の
規
定
は
、
第
二
条
︵
適
法
な
戦
争
行
為
か
ら
生
じ
る
死
亡
の
場
合
を
除
く
︶
ま
た
は
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
お
よ
び
第
七
条
の

い
か
な
る
効
力
停
止
も
許
容
す
る
も
の
で
は
な
い
。

３
．
右
の
効
力
停
止
の
権
利
を
行
使
す
る
い
ず
れ
の
条
約
締
結
国
も
、
執
っ
た
措
置
お
よ
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
欧
州
審
議
会
事
務
総
長

︵
G
en
eralsek
retär
d
es
E
u
rop
arates︶
に
対
し
、
詳
細
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
約
締
結
国
は
、
こ
う
し
た
措
置
が
効
力

を
失
な
い
、
か
つ
条
約
の
諸
規
定
が
再
び
完
全
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に
対
し
、
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
六
条

︹
外
国
人
の
政
治
活
動
の
制
約
︺

第
一
〇
条
、
一
一
条
お
よ
び
一
四
条
中
の
い
か
な
る
規
定
も
、
条
約
締
結
国
︵
H
oh
e
V
ertrag
sch
liessen
d
e
P
arteien
︶
が
外
国
人
の

政
治
活
動
に
制
約
を
課
す
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
七
条

︹
除
外
条
項
㈠
︺

本
条
約
中
の
い
か
な
る
規
定
も
、
そ
れ
が
、
い
ず
れ
か
の
国
家
、
団
体
ま
た
は
個
人
に
対
し
て
、
本
条
約
中
に
確
認
さ
れ
て
い
る
権
利

お
よ
び
自
由
を
廃
止
す
る
こ
と
、
ま
た
は
本
条
約
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
よヽ

りヽ

広
範
に
当
該
権
利
お
よ
び
自
由
を
制
約
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
活
動
を
行
な
い
、
も
し
く
は
措
置
を
講
ず
る
権
利
を
創
設
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
一
八
条

︹
制
約
の
適
用
制
限
︺

前
条
に
い
う
権
利
お
よ
び
自
由
に
対
し
て
本
条
約
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て
い
る
制
約
は
、
こ
れ
を
定
め
た
目
的
以
外
の
い
か
な
る
目
的

の
た
め
に
も
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
節

︹
実
施
機
関
︺

第
一
九
条

︹
実
施
機
関
︺

条
約
締
結
国
が
本
条
約
に
お
い
て
負
っ
た
義
務
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
、
左
の
も
の
を
設
け
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
︵
ein
e
E
u
rop
äisch
e
K
om
m
ission
fü
r
M
en
sch
en
rech
te︶、
以
下
﹁
委
員
会
﹂
と
呼
ぶ
。

a)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
︵
ein
E
u
rop
äisch
er
G
erich
tsh
of
fü
r
M
en
sch
en
rech
te︶、
以
下
﹁
裁
判
所
﹂
と
呼
ぶ
。

b)
第
五
節

︹
一
般
規
定
︺

第
六
〇
条

︹
除
外
条
項
㈡
︺

本
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
い
ず
れ
か
の
条
約
締
約
国
の
法
律
ま
た
は
条
約
締
約
国
が
当
事
国
で
あ
る
他
の
協
定
︵
V
e
re
in
b
a
r-

u
n
g
︶
の
中
で
確
定
さ
れ
て
い
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
制
限
し
切
り
下
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

︵
付
録
・
完
︶

ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
一
七
︶
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